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幼児教育、幼小接続の専門家・善野先生に顧問として2年間ご指
導をいただきました

善野八千子
ぜんの やちこ

奈良学園大学 学長補佐
社会・国際連携センター長
人間教育学部 特任教授

大阪教育大学大学院 修士課程
修了、修士（学術）。
大阪府堺市立小学校教頭、大
阪府教育センター主任指導主
事、国立教育政策研究所客員
研究員、奈良文化女子短期大
学学科長教授を経て、現職。

大阪府人権施策審議会会長、
和歌山県家庭支援事業協議会
座長、大和高田市子ども子育
て会議委員長等



溝上の印象に残っている取り組み

・「幼児期に育てたい10の姿」をスプ
レッドシートに書き込む

・今日のニュース



それではご覧ください



2020・2021年度

桐蔭学園幼稚園の保育活動



2020年度
2020.12.7 第1回
202１.1.25 第２回
2021.2.22 第３回
2021.3.25 第４回

2021年度
202１.４.27 第５回
202１.6.22 第６回
202１.7.20 第７回
202１.9.27 第８回
202１.11.15 第９回
202１.12.20 第10回
2022.2.21 第11回
※3月年度末に第12回を予定

 コロナ禍で対面の研修が叶わないなか、Zoomによるオンライン研修

 22年度は、毎回各クラス3分程度の保育動画を見て頂き指導を受ける

善野先生による研修



◆先に覚えている、知っていることが大切な時代は終わった
幼稚園は小学校の先取りではない
保育の世界では、子どもたちのやってみたい、こう思っている、
ということを対話的な環境の中で実現していくことが大切

◆知っていることを増やすよりも
わかりたいと思うこと、体験をとおしてできることを増やす

今後の方向性 （第1・2回研修より）

◆具体的な子どもの姿
“チャレンジする子”
・やりたいことを言葉にしたり、行動にうつそうとしたりする
・できなかったことを繰り返し試みようとする



桐蔭学園小学校

桐蔭学園幼稚園として

「チャレンジする力」の育成と

「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」の育ちを実現する保育の充実を図る

桐蔭学園幼稚園

幼稚園から小学校への接続



環境設定

第３回研修スライドより



～絵本コーナー～



～絵本・図鑑と生き物などを並べてセットする～



～園舎に季節に応じた掲示物～



「記述式の日誌」から「観点別の表記載」へ

「幼児期に育てたい10の姿」を育む



①クラス別の活動記録や内容が分かりやすい

②共通していることが分かりやすい

③10の姿を意識して幼児期の終わりまでの育ちを考えやすい

④記載の不十分な項目が分かりやすい

「幼児期に育てたい10の姿」を育む



・自分で遊びたい遊びを見つけ、選択し、思う存分に遊び込む1日

・幼児期ならではの時間枠

「わくわくデー」の設定（11月～）

・いくつかの遊び場を設定



～わくわくデーの記録～



 自分でえらぶこと、たっぷりの時間、とことん取り組むこと、直接
的な体験、子ども自身にとって意味のある体験、がある保育環
境を整えている

桐蔭学園幼稚園の目指す教育

 教員は「幼児期に育てたい10の姿」の観点別表記載など、活
動のねらいを常に意識するようになり、子どものみとり方が変
わってきた

幼児期ならではの経験を大切にし子ども主体の保育へ



保育現場にて
今日のニュース



第3回研修スライドより

保育現場にて 行事企画・作戦会議など



第５回研修スライドより

保育現場にて 1日の予定を子どもたちが考える



保育現場にて
子どもたちの様子



以上です



教育行政における幼小接続期の政策形成についての考察
（善野八千子2019）

1989年の生活科の創設以降から今日に至る
幼小接続カリキュラムをめぐる教育政策の概要

１．「生きる力」における「学習の基盤」をめざす第１段階

２．「小１プロブレム」の予防・解消をめざす第２段階

３．安全で安心な学校生活をスタートさせる第３段階

４．学びに向かう子どもを育てる第４段階

善野八千子作成（2022）



第5段階【質的転換・質保証と幼保小接続】

育った姿の共有→幼保小接続カリキュラム
つなぐ保育・教育活動（できる） 環境移行の「のりしろ」・「バトン」

育てていくプロセスの可視化 園日誌「育てたい10の姿」

育てる保育・教育活動（使う）
保育者自身の振り返り

「ねらいは明確だったか」

幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿

合意形成理論（知る・分かる） だから、どうする？

善野八千子作成（2022）

開かれた幼児教育
明確な手がかり 意識変容から行動変容へ



幼小接続「のりしろ理論」（善野2009）

⑴「のりしろ」のない紙と紙の突き合わせ

⑵多くの散在するカードを巻物に
0～2歳→3歳→4歳→5歳→小学校 →

チャレンジする力・試行錯誤
⑶「３づけ」で「のりづけ」
①価値づけ「○○した事が、うれしいね」
②意味づけ「Bさんも教えてくれたね」
③方向づけ「次は、どうしてみたい？」

善野八千子作成（2022）

問い
気付き



子どもの育ちと学びをつなぐ
過去・現在・未来が見える連続性

• パッチワークの活動

• カードの組み合わせ

• 育ちの巻物の可視化
☆次なる紙幅に小学校以降の生活が続くことを見据えて

（教科横断的・社会の変化に対応した協同的課題解決学習）
善野八千子作成（2022）



【目的】
遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報を

伝え合ったり、活用したり、情報に基づき判断
しようとする。

• 園内外にある世界にふれる機会
• 自然・科学・文化・経済・人権・･･･
EX.☆「今日のニュース」発信者になる☆
• 身近な社会とのふれ合いを通して、公共の場でのマ
ナーを覚えるとともに、変化する社会とのつながり
を感じ、大切に思う気持ちを育んでいく。

10の姿の視点：⑤社会生活との関わり

聴いてもらって良かった体験

話して良かった体験

善野八千子作成（2022）



主体的・対話的 深い学びへ
【人的環境】話し方のロールモデル

１．理由のある内容
①体験に基づいて
②自分の思いや願いから

２．根拠のある内容
①情報に基づいて
・ニュースで聞いたよ
・家の人が言ってたよ

②データに基づいて
（絵・写真・グラフ・表・文字・文章）
・本のこのページに書いてあるよ

善野八千子作成（2022）

諸感覚を活かす
【物的環境】
絵本、図鑑
飼育・栽培

自然物、製作物
映像 等
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